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実践報告 
専門職大学院における「ディベート的討議演習」（その３） 
―― ディベートの教育的有効性とその実際 ―― 
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付けさせることができる指導力や授業力を高めることを目的としたものである。 
 



























































 ○ 花田修一『国語科ディベート授業入門』 第４版 1955 明治図書 
 ○ 花田修一『生きる力を育む「話し言葉」授業の改革』 初版 1997 明治図書 
○ 全国ディベート連盟『学校行事・部活動で楽しむディベート実践ガイド』 第２版 2001  
学事出版 
○ 全国ディベート連盟『中学校・高等学校 ディベート授業がてがるにできるモデル立論集』 第
２版 2003 学事出版 
○ 田中孝一『高等学校 新教育課程の授業と評価 国語』 初版 2005 学事出版 
○ 全国ディベート連盟『中学・高校 はじめてのディベート授業 教材を活用したディベート実
践ガイド』 第２版 2006 学事出版 
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 これらを整理して、受講者のＡとＢは、ディベートで育成する力として次の６項目を発表した。 
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       ②「バイトしてる」と答えた人へ質問。今どんなバイトしてる？ 
       ③「バイトしてる」と答えた人へ質問。今やってるバイトの時給は交通費込みでいくらくらい？ 
       ④「バイトしてる」と答えた人へ質問。今やってるアルバイトは週に何回くらい入るの？ 
       ⑤今度は「バイトしてない」人に質問。今バイトをしたいと思う？ 
       ⑥「バイトしたい」と答えた人へ質問。今どんなバイトをしたい？ 
       ⑦全員に質問。バイトを選ぶときに重視するポイントってなに？ 
       ⑧アルバイトを探すときはどこで探す？ 
・調査方法 ：携帯サイト「GAMOW」会員向け特別ページにおけるクローズド型調査 
・調査対象者：「GAMOW」会員、全国 16 歳～18 歳の男女 
・調査期間 ：2007 年 4 月 11 日（水） 
・有効回答数：841 人 
 年齢   ：16 歳／10％、17 歳／45％、18 歳／45％ 
 性別   ：男性 25％、女性 75％ 
 キャリア ：NTT ドコモ／38％、au／47％、Softbank（vodafone）：15％ 
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 また、模擬授業の当日、ＡとＢは、次のような高校生のアルバイトに関するアンケート調査の資
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② 模擬授業の展開（全 90 分） 
１ 準備（約 10 分）‥‥論題を確認し、肯定（是）側と否定（非）側とにチームを分け、コー
ディネータやタイムキーパーなどの役割分担を決める。 
２ 立論の構成（約 20 分）‥‥肯定側と否定側とに分かれ、それぞれの立場の意見を支える理
由や根拠をまとめる。その際の論点を、「勉学」「経済」「社会性」の 3 点に焦点化する。 
３ ディベート討論会（正味 50 分）‥‥コーディネータとタイムキーパーの進行に従って、次
の手順で行う。 
 ○ 肯定側の立論（5 分）‥‥アルバイトは是であるという賛成意見を述べる。 
 ○ 否定側の立論（5 分）‥‥アルバイトは非であるという反対意見を述べる。 
 ○ 作戦タイム（5 分）‥‥それぞれの尋問を作成し予想と応答の準備をする。 
 ○ 否定側の反対尋問（5 分）‥‥肯定側に対する疑問や問題点を尋問する。 
 ○ 肯定側の反駁（5 分）‥‥否定側の反対尋問に対して反駁する。 
 ○ 肯定側の反対尋問（5 分）‥‥否定側に対する疑問や問題点を尋問する。 
 ○ 否定側の反駁（5 分）‥‥肯定側の反対尋問に対して反駁する。 
 ○ 作戦タイム（5 分）‥‥立論や反駁をふまえ最終弁論の論理を組み立てる。 
 ○ 否定側の最終弁論（5 分）‥‥論理の組み立てに従って反対意見を述べる。 
 ○ 肯定側の最終弁論（5 分）‥‥論理の組み立てに従って賛成意見を述べる。 
 ４ ディベート討論の判定と講評を行う。（約 10 分） 
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部活や生徒会や委員会や体育祭や文化祭などで友情を育てたり深めたりすることに力を入れた
いと思います。 
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○ 日本は徴兵制を導入し軍隊を持つべきだ（中学 3 年生・社会科） 
○ 電車やバスの優先席はなくすべきである（中学 2 年生・道徳） 
○ 円周率はおよそ３でよい（中学 3 年生・数学科） 
○ 小学生にも携帯電話を持たせるべきである（高校 2 年生・国語科） 
○ すべての国が地球温暖化防止に取り組むべきである（高校 3 年生・ホームルーム） 
○ 少年事件の実名は報道すべきである（中学 3 年生・学級活動） 
○ 異性の心をつかむには電話より手紙にすべきである（高校１年生・ホームルーム） 
○ 人を愛するよりも愛されたほうがよい（高校 3 年生・ホームルーム） 
○ 愛国心教育は必要である（高校 2 年生・社会科） 
○ ホワイトデーのチョコレートは学校で渡してもよい（中学２年生・国語科） 
○ 小学校での英語は必要ではない（中学 2 年生・英語科） 
○ 高校のスポーツ特待生制度はやめるべきである（高校１年生・ホームルーム） 
○ クローン技術の開発はやめるべきだ（高校 2 年生・理科） 
○ いじめの原因はいじめられている側にもある（中学 1 年生・道徳）等々。 
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平成 18 年度から 21 年度（前期）に筆者が担当した「ディベート的討議演習」の授業から「ディベー
ト」の内容に焦点化して報告した。 
 本授業全般に関する受講者の「授業から学んだこと」については、『教育総合研究』第 1 号（2008
年度）の pp.61-62 の拙稿を参照いただきたい。なお、平成 18 年度の受講者は 11 名、19 年度は 16
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Practice-based Report 
Seminar on Debate and Deliberation 
at a Professional School (No.3): 




This article describes some of the contents of a seminar on Debate and Deliberation, taught 
for four years during the 2006 to 2009 academic years.  The seminar deals with (1) inner 
speech, (2) pair talk, (3) group discussion, (4) role-play, (5) debate, (6) panel discussion, and (7) 
symposium.  This article focuses on the debate section.   
Debate is translated as “argumentation” and “controversy.”  Based on Aristotelian 
rhetoric, it was first used at Oxford and Cambridge Universities at the beginning of the 15th 
century and has become part of the required program for English politicians.  In the United 
States, it was started in the late 19th century.  In Japan, it started with debate contests in 
English, and inter-university debate contests started to be held after World War II.  Debate 
has gradually spread into classes of Japanese, social studies, English, and ethics, because 
debate was found to be educationally effective in developing skills in logical thinking and logical 
expressions, as well as abilities to utilize information and materials-the skills that have been 
strongly demanded from school education over the past two decades.   
This article documents how debate was taught in this seminar.  Based on the analysis of 
students’ lecture notes and presentation handouts, this article aims to investigate the 
educational effectiveness of the methods used in the course and to contribute to the 
development of practice-based research on debate education at professional schools of 
education. 
Key words: debate, language activities, logical thinking, logical expressions, abilities to utilize 
information 
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